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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —








長さ 8 〜 30cm の奇数羽状複葉で，小葉は 2 〜
4 対あり，長さ 3 〜 10cm の長楕円形から広被
針形で縁には鋸歯があります。花は 3 〜 5 月頃，







ニワトコ  Sambucus rasemosa L. subsp. sieboldiana (Miq.） H. Hara
（Sambucus sieboldiana (Miq.) Blume ex Graebn.）
（スイカズラ科  Caprifoliaceae）
写真 1　ニワトコ（早春の蕾）
写真 2　ニワトコ（花） 写真 3　ニワトコ（果実）
こす中毒例が報告され，要注意です。民間では茎，葉，花は鎮痛，消炎，利尿薬として打撲傷，水腫，
腎炎などに使用されます。成分としては青酸配糖体の sambunigrin，フラボノドの quercetin，トリ















同属のセイヨウニワトコ Sambucus nigra L. はヨーロッパ，西アジア，北アフリカに自生し，エルダー 
elder といい，葉，花，茎はハーブティー（発汗，利尿，香味料）として利用されています。なお，
ニワトコ属は，新しい APG 植物分類体系 注 1）ではレンプクソウ科 Adoxaceae に移されています。
図 1　成分の構造式
注 1） APG 植物分類体系：1998 年，APG（Angiosperm Phylogeny Group; M.W. Chase ら）によって発
表された葉緑体 DNA や核 DNA の遺伝子情報に基づいた新しい分類体系。2003 年に改訂版 “APG Ⅱ ”
が，2009 年には “APG Ⅲ ” が出されている。
